
■四季の森公園「自然を訪ねて〜春を待つ生き物たち〜」 

日時：1月 15日（日）13：00〜15：00 

場所：四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

参加者：スタッフ 3名 一般 13 名 公園職員 1名 

 

小雨降る中、レインウエアと防寒対策をして観察会がスタートしました。北口事務所か

ら里山花壇方面へ向かう途中タチカンツバキの花芽と葉芽を観察。池手前にあるヒガンバ

ナの葉がたくさん出ていて、冬緑性と呼ばれる生活環であることを知りました。冬に光合

成をして球根に栄養を溜め込むために葉を残し、春には葉がなくなり、秋に花を咲かせる

サイクルです。オオハナワラビも同じ冬緑性の生活環です。橋の上にはハルジオンとヒメ

ジョオンのロゼットがあり、ハルジオンは葉が茎を抱くのでロゼットからも区別がつきま

す。アジサイの裸芽は芽鱗を持たない芽で葉の葉脈が見えます。茎に凍らない液を作って

いるそう。ヤマコウバシは落葉樹なのに葉が残っているのはなぜか？南方系で育った DNA

を持ち、離層ができにくいのでなないかという説です。ミズキの赤い枝では、短枝と長枝

を観察、エゴノキの芽が２つある主芽と予備芽があることを知りました。何かあった時の

保険のような役割の芽です。ソシンロウバイの花が見頃でした。優しい黄色と甘い香りを

楽しみました。 

桜の幹にヨコヅナサシガメの越冬態を観察、よく見ると蠢いていて鳥肌が立ちました。

樹木プレートもひっくり返し、ナミテントウの越冬も確認しました。黒色テントウが北方

系、赤色テントウが南方系から来たとの説があるそうです。オオシマザクラは芽鱗の枚数

が多く、10 枚も重なっているそうです。発芽するには休眠から覚める休眠打破が必要で、

引き起こすには 8℃以下 1000 時間以上が目安だそうです。シナサワグルミのおさるさんの

ように見える葉痕の形、ムクノキの予備芽、ネムノキの隠芽、ニワトコには小さい葉芽と

花芽と葉芽の混芽があることを知りました。ベンチの下のコンクリートにはスミレの葉も

出ててきており、なんでこんなところに？アリが種子を巣に持ち帰り（エライオソーム）

発芽したからです。  

春を探す楽しみを増やしてくれた、楽しい 1日でした。          （加納記） 

 

 

 

 

 

 



 

始まりの挨拶 

 

タチカンツバキの花芽と葉芽を観察 

 

ハルジオンとヒメジョオンのロゼットを比較 



 

ヨコヅナサシガメの越冬を観察 

 

ロウバイの香りを楽しむ 

 


